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ついこの間、令和 8年の幕が開けたかと思えば、気づけば 2月も半ばを過ぎました。卒業式まであ

と 1か月。暦の上では春とはいえ、まだ寒さの残る中、学校は今、一年の締めくくりに向けた熱気に包

まれています。 

先週までに行われた各学年の参観日、そして次代を担う児童会役員選挙。これらの行事を通じ、子ど

もたちの意識は確実に「今年度のまとめ」と「来年度への準備」へと向いています。その姿を頼もしく

思うと同時に、改めて時の流れの速さを実感せずにはいられません。 

竹が、節があるからこそ強くしなやかに伸びるように、人生にも「節目」が必要です。3学期の終了

時、子どもたち一人ひとりが「自分はこれができるようになった」という自信や「次はこれを頑張りた

い」という希望という確かな節目を胸に刻めるよう、令和 7年度のラストスパートを全力で支援してま

いります。保護者の皆様には、引き続き温かいご支援とご協力をお願い申し上げます。 

５・６年生 最高の天気！楽しかった！スキー教室 

スキー教室当日の２月６日（金）は、朝から気持ち良い青空が広がっていました。朝こそ流石に冷え

込みましたが、文句なしの晴天の下、湯ノ丸スキー場での５・６年スキー教室が行われました。 

この日を心待ちにしていた子ども達もいれば、初めてのスキーでドキドキしてこの日を迎えた子ども

達もいましたが、最高の天候と雪の状態に恵まれながら、技術を向上させたりコースを楽しんだりする

姿が見られました。 

班ごとについてくださったインストラクターの方々には丁寧にご指導をいただきました。初級では、

ボランティアの西澤さんも様子を見て子ども達にかかわってくださいました。しっかり体を動かしたこ

ともあってか、昼はレストハウスでおいしいカレーをたくさん食べる姿が見られました。初級の子ども

達も、午後の早い段階でリフトに乗り、全ての班がそれぞれのコースを挑戦したり経験したりしまし

た。午後、体調などにより少し休んだ子もいましたが、大きなけがをする子がなく、班の仲間と共に冬

のスポーツを楽しむことができた１日でした。 

 



参観日・学級懇談ありがとうございました。 

今年度、最終となる参観日が１月末から２月初旬にありました。ただ、インフルエンザが流行しやす

い寒く乾燥している状況下ということもあり、中には大変残念ではありましたが、学級閉鎖により授業

参観が実施できなかった学年も出てしまいました。 

これまでの自分たちの生活を振り返り、課題としてあがったこと対して課題克服案の提案をした学

年、自分がどれだけできるようになったかを見てもらうために練習を重ね学習発表会を行った学年、２

分の１成人式をテーマに小学校での学びをチームに分かれて発表するとともに保護者への感謝を伝えた

学年、「６年間の思い出」と「将来のこと」についてスライドを用いて英語でスピーチした学年とそれ

ぞれ令和７年度のまとめを意識した内容だったと感じます。今年度も卒業式を含めて登校日数が残り１

７日となりました。進級や進学もより意識に入ってくる時期だと考えます。だからこそ、「今」の自分

を見つめ、３学期始業式に定めた目標の達成の為にできることを一つ一つ積み重ねてほしいと願いま

す。 

参観日に合わせて行った学級懇談会でいただいたお声をこれからの塩川小学校の学校生活や教育活動

に活かしていけるよう職員一同努めてまいりたいと思います。授業参観と学級懇談、ありがとうござい

ました。 

【お知らせ】 

本年度の年度末における終業式、離任式、および卒業証書授与式の挙行日程の変更をお知らせしま

す。 

これまで本校では、終業式の翌日に卒業証書授与式を行い、その後に離任式を執り行ってまいりまし

た。しかし、教職員一同で検討を重ねた結果、「卒業式を、卒業生が新たな一歩を踏み出すための、純

粋なお祝いの舞台にしたい」という結論に至りました。 

離任式を卒業式の前（終業式当日）に行うことで、。その上で、翌日の卒業式を全校児童生徒・教職

員・保護者の皆様で心からお祝いし、前向きなエネルギーで卒業生を送り出したいと考えております。

今回の変更は、子どもたちを主役に据え、それぞれの行事が持つ意味をより大切にすることを目的とし

ております。何卒、本趣旨をご理解いただき、ご了承賜りますようお願い申し上げます。 
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